自己負担割合の判定基準について
高齢受給者証に表示されている一部負担金の割合は「3割」と「2割（実質１割）」
があります。同一世帯の70歳以上の方の国保加入者の方は、同じ負担割合です。
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この割合は、市県民税の課税状況などにより毎年判定され、8月1日を基準に更新することとなっているため、毎年7月下旬に新しい高齢受給者証を郵送しています。
· １…「今年の住民税課税標準額」とは、収入から各控除を差し引いた住民税を算出するための所得です。4月から7月までは前年度の住民税課税標準額となります。

· ２…「昨年の収入合計」とは、必要経費・控除を差し引く前の総収入額です。1月から7月までは、一昨年の収入合計となります。



















